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日　野　市　議　会

直通

定例会

平成29年第１回

　平成29年第1回定例会は、3月1日か
ら28日まで開催しました（下表参照）。
この議会では、合計33件の議案が慎
重に審議され、採決の結果、全て可決
（同意を含む）されました。また、一般
質問は19人の議員が質問に立ち、市
政を質しました。

会議の開催状況（報告） 平成２９年第１回定例会は、このように行われました（主なもの）。

市
政
運
営
の
基
本

　市
長
が
１
期
４
年
間
の
総
括
を
含
め
た

市
政
運
営
の
基
本
と
、
新
年
度
予
算
の
概

要
を
説
明
。

各
会
派
の
代
表
質
疑

　

 

「
市
政
運
営
の
基
本
」
に
対
し
、
市
議

会
各
会
派（
無
会
派
の
議
員
を
含
む
）か
ら

質
疑
。

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
32
件
を
提
出
。

採

　
　決

　一
部
の
議
案
を
採
決
。

一
般
質
問

　４
日
間
に
わ
た
り
、
19
人
の
議
員
が
29

項
目
を
質
問
。↓
４
〜
５
面
参
照

企
画
総
務
委
員
会

　市
政
全
般
に
関
わ
る
議
案
７
件
を
審

査
。

民
生
文
教
委
員
会

　福
祉
や
教
育
な
ど
に
関
わ
る
議
案
６
件

を
審
査
。

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
関
わ
る
議
案
２
件

を
審
査
。

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
を
審
査
。

↓
２
〜
３
面
参
照

特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　平
成
29
年
度
の
５
特
別
会
計
と
市
立
病

院
事
業
会
計
の
予
算
を
審
査
。

↓
２
面
参
照

審
査
報
告

　各
委
員
会
で
の
議
案
の
審
査
結
果
を
、

各
委
員
長
が
報
告
。

議
案
上
程

　議
員
が
議
案
１
件
を
提
出
。

採

　
　決

　今
議
会
で
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
採
決
。
↓
６
面

参
照

委  員  会 本  会  議本  会  議
3/13/3、6、8～93/143/153/23 3/16、21～223/28 3/13

　平
成
29
年
度
の
一
般
会
計

予
算
、
５
特
別
会
計
予
算
、

市
立
病
院
事
業
会
計
予
算
の

全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　予
算
総
額
は
、
１
千
168
億

７
千
947
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
４
億
６
千
879
万
円

（
０
・
４
％
）
の
増
で
す
。

　市
議
会
で
は
、
予
算
案
に

つ
い
て
一
般
会
計
予
算
及
び

特
別
会
計
予
算
の
２
つ
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
（
２
〜
３
面

参
照
）
。
最
終
日
の
本
会
議

の
採
決
で
は
、
一
部
賛
否
が

分
か
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

の
会
計
予
算
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
議
案
は
、
南
平
体
育

館
の
建
て
替
え
に
あ
た
り
、

用
途
地
区
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
を
緩
和
す
る
た
め
の

条
例
案
で
す
。

　議
案
付
託
先
の
委
員
会
の

審
査
で
は
、
活
発
な
議
論
が

展
開
。
主
な
質
疑
は
「
特
別

用
途
地
区
に
よ
る
用
途
緩
和

を
採
用
し
た
理
由
は
」
「
体

育
館
建
て
替
え
基
本
計
画
に

見
合
っ
た
制
限
に
な
っ
て
い

る
か
」
「
建
て
替
え
計
画
が

遅
れ
な
い
よ
う
に
事
業
展
開

出
来
る
か
」
「
建
築
に
関
わ

る
補
助
金
の
活
用
を
問
う
」

な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
主
な

意
見
は
「
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
を
期
待
（

賛
成
）」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

意
識
し
た
事
業
の
的
確
な
促

進
を
（
賛
成
）」「
建
築
の
時

期
や
費
用
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
べ
き
（
反
対
）
」
な

ど
で
し
た
。

　こ
の
議
案
は
、
最
終
日
の

本
会
議
で
採
決
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

　主
な
議
題
は
１
面
と
５
面
に
掲

載
、
全
て
の
議
案
の
審
議
結
果
は

６
面
に
掲
載
。
議
案
名
は
、
一
部

要
約
し
ま
し
た
。

ちびっ子新選組　　　　撮影：渡辺邦昭さん

日野市観光協会主催「伸びゆく日野市写真コンクール」　日野市長賞（日野宿甲州街道　ひの新選組まつり）
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進・ス
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築
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限
ら
れ
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財
源
を

重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分

平成29年度 予算

全ての会計を

ただ



会議録の
閲覧と検索

解説は『広報　　  』に

　平成29年度予算内容の解説は、「広報　　５月１

日号」の11ページから13ページに掲載されています。

併せて、ご参照ください。

■日野市における地方消費税交付金（消費税率引き上げ分）の充当先

■一般会計　当初予算10年の推移 ■基金残高（貯金）の推移（一般会計・特別会計合計）

■市債残高（借金）の推移（一般会計・特別会計合計）

（注）金額は各欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため合計が合わない場合があります※１　生活保護、児童福祉、母子福祉、高齢者福祉、障害福祉など   ※２　国民健康保険、介護保険、年金など   ※３　医療に係る施策、感染症その他の疾病の予防対策、健康増進対策など   ※４　社会保険に係る介護保険特別会計および後期高齢者医療特別会計への繰出金を除く

・歳出総額は100億円以上増加しており、主に高齢化の進展や子育て支援の充実などから　扶助費（社会保障に要する経費）が増加

　市税は横ばいで扶助費が継続的に増加していますが、借金（市債残高）を減らし貯金（基金残高）を増やし、持続可能な財政運営を行っています。

■市有財産

※金額は各欄ごとに1万円未満を四捨五入している　ため、合計が合わない場合があります
※金額は各欄ごとに１万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります※一般会計および土地区画整理事業の予算現額には繰越明許費を含む

（単位：億円）

（単位：億円）

会計名
一 般 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
病 院 事 業 会 計
土地区画整理事業特別会計

合　　計
※金額は各欄ごとに１万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります※28年度末残高は見込額を含む

貯 金（基金残高）

借 金（市債残高）
そ の 他

消 防 費

教 育 費

民 生 費
高齢者や障害者などに対する
社会福祉、児童福祉や生活保
護のための費用

小・中学校教育、社会教育、
市民会館、公民館活動、スポ
ーツ活動などの費用

総 務 費

衛 生 費 土 木 費

公 債 費

参画と協働のまち 参画と協働のまち 

平成29年度の主な取り組み
日野市の財政状況

●地域懇談会～アクションプランの中学校区を超えた共有と展開
●実践女子大学、明星大学との連携による地域活性化事業の推進
●障害者差別解消促進の取り組みと（仮称）障害者差別解消条例

の制定に向けた検討
●窓口業務における民間委託の拡大　など

2億9,677万円

日野市における地方消費税交付金（消費税引き上げ分）の使い道
　平成29年度の地方消費税交付金の消費税率引き上げに伴う増分は、17億5,100万円になる見込みで、下記の通り全て社会保障施策に充てられます。

社会福祉総務費、発達支援費、障害福祉
費、老人福祉費※4、老人福祉施設費、
児童運営費、ひとり親福祉費、保育園
費、児童館費、放課後子ども育成費、生
活保護経費 など
国民健康保険事業費、介護保険特別会計
および後期高齢者医療特別会計繰出金
保健衛生総務費、予防費、健康管理費、
病院費

合　　　   計
（平成29年度当初予算額612億6,000万円のうち）

社会保障施策の区分
財源内訳

国による分類 日野市の予算による分類 事業経費
国都支出金

特定財源 一般財源
地方消費税交付金

（社会保障財源化分）
負担金など その他

社会福祉※１ 230億9,438万円 76億2,264万円9億6,988万円

5億4,330万円

2億3,782万円

17億5,100万円

42億6,998万円

18億6,909万円

137億6,171万円

54億9,241万円

24億7,178万円

310億5,857万円

134億4,442万円

6億7,910万円

2億6,165万円

143億8,517万円

10億5,744万円

4万円

1億322万円

11億6,070万円

社会保険※２

保健衛生※３

市民１人当たりに換算すると 1人当たり税負担→　15万9,697円（3,448円減）1人当たり歳出額→　33万2,962円（3,245円減） ※（　）内は前年比増減

16万4,934円
（5,080円増）

3万6,179円
（7,141円減）

2万8,856円
（2,376円減）

1万5,282円
（259円増）

8,153円
（135円増）

6万5,750円
（600円増）

17万2,591円
（3,789円増）

3万2,312円
（554円増）

3万5,069円
（1,563円増） 1万2,176円

（1,318円減）

※歳出額は一般会計のもの
※市民1人当たりの金額は平成29年

4/1現在の人口183,985人（外国
人を含む）で算出

（平成29年3/31現在）
平成28年度下半期財政状況

27年度末残高
308.0 
239.4 
73.3 
30.0 

650.7 

33.4
4.5
0.7

0
38.6

24.0
21.4
5.3
3.2

53.9

28年度借入金 28年度元金償還額

■平成28年度下半期各会計別予算執行状況

■市債の状況

317.4 
222.5 
68.7 
26.8 

635.4 

28年度末残高

●地域懇談会～アクションプランの中学校区を超えた共有と展開

Ⅰ

子どもが輝くまち子どもが輝くまち
●保育所待機児童解消に向けた更なる取り組みや認証保育所等利

用保護者の負担軽減の拡充
●生活困窮者世帯の子供に対する学習などの支援事業の拡充
●学習用校内LANと児童生徒用タブレットパソコンを全小中学

校に整備
●中学校特別支援教室モデル校の全校拡大や七小・八小のトイレ

改修工事など、教育環境の充実　など

13億3,657万円
●保育所待機児童解消に向けた更なる取り組みや認証保育所等利

Ⅱ
安全で安心して暮らせるまち安全で安心して暮らせるまち

●本庁舎の免震化および長寿命化の推進
●防災マップ・洪水ハザードマップ作成、生活再建支援システム

導入など自助・共助・公助による災害に強いまちづくりの推進
●滝合橋の耐震化、長寿命化工事の実施　など

4億2,292万円
●本庁舎の免震化および長寿命化の推進

Ⅵ

地域の魅力を活かした活力あるまち地域の魅力を活かした活力あるまち
●まちづくりマスタープラン改訂に向けた取り組み
●空き住宅等対策計画の施策展開
●都市計画道路3・4・24号線、幹線市道Ｉ-20号線の築造など、重

要な都市基盤の整備
●市民、商店、企業、大学などで構成される「商業まちづくりプ

ラットフォーム」との連携、商業振興策や商業振興条例の検討
●第3次農業振興計画、アクションプランの推進
●日本の近代化を支えた絹産業遺産「桑ハウス」の魅力、価値の

周知、保存、活用の検討
●東京オリンピック・パラリンピックを契機とした「スポーツ、

人づくり、おもてなし」の三つのレガシー創出を目指した取り
組み　など

40億2,080万円
●まちづくりマスタープラン改訂に向けた取り組み

Ⅶ

健やかでともに支えあうまち健やかでともに支えあうまち
●多摩平の森Ａ街区における認知症対策総合拠点の整備
●在宅医療と介護の連携体制の構築
●住み慣れた地域で生き看取られる暮らし、福祉、医療の検討
●データヘルス結果に基づく疾病予防、健康づくりの推進　など

1億832万円
●多摩平の森Ａ街区における認知症対策総合拠点の整備

Ⅲ

日野人・日野文化を育てるまち日野人・日野文化を育てるまち
●第3次図書館基本計画の策定
●中央図書館の耐震化実施設計の実施　など

763万円
●第3次図書館基本計画の策定

Ⅳ

自然と調和した環境に優しいまち自然と調和した環境に優しいまち
●クリーンセンタープラスチック類資源化施設の建設
●カワセミハウスを活用した諸力融合による環境保全とまちづく

りの推進
●日野用水開削450周年啓発イベント、シンポジウム、特別展示

の実施　など

7億4,224万円
●クリーンセンタープラスチック類資源化施設の建設

Ⅴ
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800
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0
H20決算 H28末見込

億円

市の「貯金」。
もしもの時のた
めにも蓄えは必
要です。

全会計の借金は
着実に減ってい
ます。

ごみ処理、保健衛生、予防
接種、環境衛生などの費用

道路の新設・維持管理や公園
整備、市営住宅の維持管理な
どの費用

消防活動、災害対策などの
費用

庁舎管理、徴税、統計、選挙
事務や戸籍、住民登録などに
必要な費用

市債（市の借りたお金）の返済
のための費用

市議会運営、労働、農業、
商工振興などのための費用

93.9 99.1 121.5 140.8 151.6 154.2 156.1 165.5 168.5 177.1

295.2 282.0 273.2 278.4 273.0 280.6 284.0 294.2 298.5 293.8

494.1 483.6

その他の経費 扶助費 市税 歳出総費

499.9
534.8 517.8 538.1 552.7

834.4
635.4

596.6 615.1 612.6

400.2 384.5 378.4
394.0 366.2 383.9 396.6

431.1 446.6 435.5

160
150
140
130
120
110
100

H20決算 H28末見込

億円

141.1
152.4

土地
建物

170万㎡
35万㎡

15億7,123万円
12億6,456万円
42億5,200万円

5億642万円
1億円

1億668万円
22億7,724万円
7億6,519万円
6億5,628万円
6億3,173万円
3億2,720万円

2,141万円
26億4,645万円

6,538万円
5,240万円

152億4,416万円

公 共 施 設 建 設 基 金
職 員 退 職 手 当 基 金
財 政 調 整 基 金
環 境 緑 化 基 金
平 和 事 業 基 金
バリアフリー事業推進基金
土 地 区 画 整 理 事 業 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
市 民 体 育 施 設 整 備 基 金
学 校 施 設 整 備 基 金
減 債 基 金
新選組関連資料収集基金
ご み 処 理 施 設 整 備 基 金
福 祉 あ ん し ん 基 金
病 院 整 備 基 金

合　　計

基

　
　
金

支出済額収入済額予算現額会計名
一 般 会 計

国 民 健 康 保 険
土 地 区 画 整 理 事 業
下 水 道 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
市 立 病 院 事 業 （ 収 入 ）
市 立 病 院 事 業 （ 支 出 ）

663.8
197.4
42.5
48.5

125.7
37.9
93.1

101.6

615.2
176.9
32.9
41.3

114.1
37.5
77.8

588.1
178.7

5.8
42.9

111.4
37.7

84.4

特
別
会
計
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■一般会計　当初予算10年の推移

・歳出総額は100億円以上増加しており、主に高齢化の進展や子育て支援の充実などから扶助費（社会保障に要する経費）が増加

　市税は横ばいで扶助費が継続的に増加していますが、借金（市債残高）を減らし貯金（基金残高）を増やし、持続可能な財政運営を行っています。
　市税は横ばいで扶助費が継続的に増加していますが、借金（市債残高）を減らし貯金（基金残高）を増やし、持続可能な財政運営を行っています。

■市有財産

※金額は各欄ごとに1万円未満を四捨五入している　ため、合計が合わない場合があります

教 育 費

民 生 費
高齢者や障害者などに対する
社会福祉、児童福祉や生活保
護のための費用

小・中学校教育、社会教育、
市民会館、公民館活動、スポ
ーツ活動などの費用

市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると市民１人当たりに換算すると

16万4,934円
（5,080円増）

3万6,179円
（7,141円減）

0

100

H20 H21 H22

200

300

400

500

600
億円

庁舎
事務や戸籍、住民登録な
必要な費用

93.993.993.993.993.993.9 99.199.199.199.199.1 121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5121.5

295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2295.2 282.0282.0282.0282.0282.0282.0282.0282.0282.0282.0282.0 273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2273.2

494.1494.1494.1494.1494.1494.1 483.6483.6483.6483.6483.6483.6

その他の経費その他の経費その他の経費その他の経費その他の経費その他の経費その他の経費

499.9499.9499.9499.9499.9499.9

400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2400.2 384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5384.5 378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4378.4

土地
建物

152

公 共 施 設 建 設 基 金
職 員 退 職 手 当 基 金
財 政 調 整 基 金
環 境 緑 化 基 金
平 和 事 業 基 金
バリアフリー事業推進基金
土 地 区 画 整 理 事 業 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
市 民 体 育 施 設 整 備 基 金
学 校 施 設 整 備 基 金
減 債 基 金
新選組関連資料収集基金
ご み 処 理 施 設 整 備 基 金
福 祉 あ ん し ん 基 金
病 院 整 備 基 金

合　　計

基

金
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対前年度
当初予算比増減

予算額

区  分 ▲4.0％

▲6.6％
3.6％

11.0％
5.9％
1.2％

1.3％

国民健康保険特別会計

土地区画整理事業特別会計

下水道事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

市立病院事業会計

　　　　　  計

195億4,291万円

38億6,005万円

50億5,029万円

129億7,274万円

39億7,830万円

102億1,518万円

556億1,947万円

問 財政課（☎514-8076）
　

歳　出
（性質別）

扶助費
社会保障に要する費用

物件費繰出金
特別会計に渡すお金

人件費
職員給与や市長、市議会議員の報酬など

101億1,334万円 (16.5%)〈▲1.3%〉

補助費など

普通建設事
業費

公債費
借金の返済と利子の支払い

その他
　

市税

使用料及び
手数料

市債

繰入金

地方消費税交
付金

都支出金
国庫支出金

地方交付税

歳　出
（目的別） 民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

消防費
その他

※（ 　）内は構成比。〈　 〉内は前年度比増減。金額・構成比は表示

　単位未満を四捨五入しているため合計が合わない場合があります

平成29年度予算を公表

　平成29年度の当初予算が第１回市議会定例会で可決されました。

　予算総額は平成28年度と比較し、0.4％増の1,168億7,947万円と、過去最大となっていますが、このうち一般会計

の予算額は、前年度より0.4％減の612億6,000万円となっています。一般会計は、保育園の定員拡大など子育て支

援の充実や、道路・公園整備などまちづくりの推進に係る経費などの増加はありますが、中学校校舎改築事業や

防災行政無線デジタル化事業の完了などから全体では減少しています。

総額1,168億7,947万円

（前年度比0.4%増）

特別会計
５５６億１,９４７万円

（前年度比1.3％増）

平成29年度予算のポイント

　当面する行政課題と市の将来を見据え「2020

プラン後期基本計画」「日野市まち・ひと・しご

と創生総合戦略」を中心に、限られた財源を効

果的に配分しました。

歳　入

その他（地
方譲与税、

分担金、負
担金など）

19億1,120万円(3.1%)〈▲11.8%〉

293億8,186万円

(48.0%)〈▲1.6%〉

88億7,405万円 

(14.5%)〈1.9%〉

83億573万円
(13.6%)〈6.3%〉

35億7,700万円

(5.8%)〈▲3.5%〉

32億2,360万円

(5.3%)〈▲5.1%〉

25億113万円
(4.1%)〈▲9.4％〉

14億2,832万円

(2.3%)〈▲0.3%〉 9億5,000万円(1.5%)〈63.8％〉

諸収入
11億711万円(1.8%)〈1.1％〉

612億6,000万円

0.4％減

612億6,000万円

0.4％減

612億6,000万円

0.4％減

特別会計の概要

177億945万円

(28.9%)〈5.1%〉

臨時職員の賃金や委託料など

102億6,189万円

(16.7%)〈▲0.8%〉90億518万円
 (14.7%)〈▲1.7%〉

68億6,059万円

(11.2%)〈▲1.3%〉

各種団体への

補助金など

道路・公共施設整備

のための経費など

37億9,012万円

(6.2%)〈▲11.2%〉

28億1,175万円(4.6%)〈2.3%〉

維持補修費・予備費など

7億768万円(1.2%)〈▲24.5%〉

性質別経費と
は…市の経費をその経済的性質を基準として分類

したもの。その財政の体質分析をするうえで意義があります。

歳出予算を
違う視点（目

的別）で見る
と…

303億4,544万円

（49.5%）〈3.8％〉

66億5,633万円（10.9%）〈▲16.0％〉

64億5,222万円（10.5%）〈5.3％〉

59億4,491万円

（9.7%）〈2.3％〉

53億910万円

（8.7%）〈▲7.1％〉

28億1,175万円

（4.6%）〈2.3％〉

22億4,025万円（3.6%）〈▲9.3％〉 15億円（2.4%）〈2.3％〉

　前年度に比べ、1.3%増（7億1,880万円増）となりました。主

な増加理由は介護保険特別会計において保険給付費および地

域支援事業費が増加したことなどによるものです。

■平成29年
度　特別会

計別予算額

一般会計歳出歳入構成図

一般会計
６１２億６,０００万円

（前年度比0.4%減）

11 市役所　　　 585 ー 1111
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質疑・意見の詳細と
答弁は会議録で
　質疑や答弁などの詳細は、会議録の閲覧や会議録検

索システムでご確認ください。

(注)金額は、各欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、合
計が合わない場合があります。

※無会派議員の賛否表明…賛成１人・反対１人

平成29年度

予 算 額 総額1,168億7,947万円
（前年度比 0.4％増）

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

612億　　　
　6,000万円 0.4% 減

1.3% 増

4.0% 減

6.6% 減

3.6% 増

11.0% 増

5.9% 増

1.2% 増

556億　　　
1,947万円

195億　　　
　4,291万円

38億　　　
　6,005万円

50億　　　
　5,029万円

129億　　　
　7,274万円

39億　　　
　7,830万円

102億　　　
1,518万円

土 地 区 画 整 理

下 水 道 事 業

介　護　保　険

後期高齢者医療

市 立 病 院 事 業

前年度比予　算　額会　計　名

一般会計予算に賛成か、反対か 
～各会派の総括意見（要旨）

並
み
民
間
委
託
で
経
費

削
減
を
し
て
、
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
行
革
で
生
み

出
し
た
財
源
で
子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
進
め
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
み
の
広
域
化

も
、
こ
の
ま
ま
突
き
進

め
ば
、
行
き
詰
ま
る
こ

と
必
至
で
す
。
計
画
を

白
紙
撤
回
し
、
３
市
の

市
民
も
含
め
て
検
討
し

直
す
こ
と
を
求
め
、
反

対
意
見
と
し
ま
す
。

　市
長
は
、
第
５
次
行

革
で
、
子
育
て
世
代
の

負
担
を
増
や
し
、
国
保

税
や
ご
み
袋
な
ど
、
低

所
得
者
の
負
担
を
も
増

や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
事
業
者

や
団
体
へ
の
補
助
金
は

カ
ッ
ト
。
さ
ら
に
、
市

民
窓
口
業
務
を
は
じ
め
、

保
育
園
か
ら
児
童
館
ま

で
、
子
育
て
施
設
は
軒

学
童
ク
ラ
ブ
に
正
規
職

員
配
置
を
求
め
る
。
④

ミ
ニ
バ
ス
へ
抜
本
的
な

財
政
投
入
を
求
め
る
。

⑤
地
元
業
者
支
援
の
た

め
に
、
実
効
性
の
あ
る

公
契
約
条
例
の
早
期
制

定
を
求
め
る
。
⑥
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
が
パ
ソ

コ
ン
以
外
の
方
法
で
も

予
約
出
来
る
よ
う
に
改

善
を
求
め
る
。

　こ
の
予
算
は
市
民
の

暮
ら
し
に
向
き
合
っ
て

い
ま
せ
ん
。
低
所
得
者

層
を
支
え
る
施
策
や
、

子
育
て
世
代
を
は
じ
め

と
す
る
中
間
層
の
負
担

を
軽
く
す
る
施
策
が
、

市
政
の
最
優
先
課
題
で

す
。
次
に
、
個
別
課
題

に
つ
い
て
ふ
れ
ま
す
。

　①
準
要
保
護
世
帯
へ

の
新
入
学
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
を
求
め
る
。

②
学
校
図
書
館
へ
専
任

・
専
門
・
正
規
の
職
員

配
置
を
求
め
る
。
③
全

子
化
対
策
と
し
て
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
。
⑤

扶
助
費
の
削
減
に
向
け
、

市
独
自
の
健
康
施
策
に

よ
っ
て
、
医
療
費
削
減

へ
の
挑
戦
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
へ
確
実
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
。

⑥
地
域
の
安
全
安
心
に

欠
か
せ
な
い
消
防
団
員

を
輩
出
す
る
企
業
の
地

域
貢
献
を
評
価
す
る
た

め
、
入
札
制
度
の
総
合

評
価
方
式
に
よ
る
、
要

綱
の
改
定
を
求
め
る
。

力
向
上
に
つ
な
が
る
ロ

ケ
地
誘
致
を
、
市
民
と

行
政
の
諸
力
融
合
に
よ

っ
て
さ
ら
に
進
め
、
市

の
魅
力
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
。
④
保
育
定
員

拡
大
を
図
っ
て
き
た
が
、

今
後
も
子
育
て
環
境
と

支
援
を
充
実
さ
せ
、
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
定

住
化
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
。
将
来
の
少

固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
の
減
免
に
よ
る
企

業
立
地
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
は
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
産
業
の
参

入
を
更
に
加
速
さ
せ
る
、

将
来
へ
の
投
資
で
あ
る
。

新
た
な
雇
用
な
ど
、
税

収
確
保
に
つ
な
が
る
大

事
な
事
業
と
し
て
成
果

を
上
げ
続
け
る
こ
と
を

求
め
る
。
③
地
域
の
魅

　こ
の
予
算
に
賛
成
の

立
場
か
ら
、
施
策
に
沿

っ
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　①
市
へ
の
市
町
村
総

合
交
付
金
が
、
過
去
最

高
の
17
億
９
千
560
万
円

の
交
付
と
発
表
さ
れ
る

一
方
、
ふ
る
さ
と
納
税

獲
得
競
争
激
化
の
中
、

返
礼
品
の
充
実
で
、
平

成
28
年
度
は
２
千
106
万

円
の
収
入
を
確
保
し
た

も
の
の
、
平
成
29
年
度

は
市
外
へ
の
流
失
見
込

み
額
は
１
億
７
千
万
円

で
、
影
響
が
心
配
。
②

に
資
す
る
取
り
組
み
の

促
進
に
期
待
。
⑦
新
可

燃
ご
み
処
理
施
設
建
設

工
事
は
、
地
元
住
民
の

意
見
を
引
き
続
き
し
っ

か
り
と
伺
い
な
が
ら
、

計
画
ど
お
り
着
々
と
進

め
る
こ
と
を
要
望
。

　大
坪
市
政
の
４
年
間

は
、
市
民
と
の
信
頼
関

係
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
し
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
そ
の
道
を
邁

進
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
、
賛
成
意
見
と
し

ま
す
。

知
症
の
早
期
発
見
、
早

期
支
援
の
た
め
の
新
た

な
機
能
整
備
に
な
る
こ

と
を
期
待
。
⑤
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
基
盤
と

な
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
や
、
各
区
画
整
理

事
業
の
着
実
な
推
進
を
。

⑥
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
契
機
と
し
た
、

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上

業
を
展
開
し
、
将
来
、

自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
の
実
施
を
期
待
。

③
待
機
児
童
対
策
は
計

画
の
さ
ら
な
る
上
積
み

を
検
討
し
、
今
後
も
し

っ
か
り
と
市
民
要
望
に

応
え
る
こ
と
を
要
望
。

④
多
摩
平
の
森
Ａ
街
区

に
整
備
さ
れ
る
認
知
症

対
策
総
合
拠
点
が
、
認

　平
成
29
年
度
は
、
複

雑
化
す
る
市
の
課
題
、

市
民
要
望
に
呼
応
し
、

将
来
の
行
財
政
改
革
を

見
据
え
た
適
正
な
予
算

編
成
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
続
い
て
、
主
要
施

策
の
予
算
措
置
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

　①
旭
が
丘
公
共
施
設

の
建
て
替
え
に
よ
っ
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
地
域
文
化
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
。
②

子
ど
も
の
貧
困
対
策
基

本
方
針
に
基
づ
い
た
事

要
望
。
⑨
多
摩
平
の
森

産
業
連
携
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
個
室
契
約
数

の
目
標
設
定
や
女
性
起

業
支
援
の
充
実
を
要
望
。

⑩
南
平
体
育
館
の
建
て

替
え
で
、
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
充
実
、
健

康
事
業
の
推
進
、
さ
ら

に
は
防
災
拠
点
と
な
る

よ
う
要
望
。

　今
後
も
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
住
環
境
の

確
立
を
め
ざ
し
、
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
強
く
求
め
ま
す
。

を
評
価
。
⑥
全
小
学
校

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
向
け
、
着
実

な
実
施
を
要
望
。
⑦
地

域
資
源
を
最
大
限
生
か

し
た
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

に
期
待
。
⑧
平
成
32
年

の
新
可
燃
ご
み
処
理
施

設
稼
働
に
向
け
、
引
き

続
き
、
周
辺
地
域
の
方

々
と
誠
実
に
向
き
合
い
、

着
実
に
進
め
る
こ
と
を

」
の
拡
充
、
高
校
生
へ

の
奨
学
金
に
お
け
る
一

定
要
件
を
満
た
し
た
方

へ
の
全
員
支
給
な
ど
、

支
援
策
の
充
実
を
評
価
。

④
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
、

特
別
支
援
教
育
の
体
制

強
化
を
評
価
。
⑤
投
票

所
へ
の
手
話
通
訳
者
の

配
置
や
障
害
児
の
移
動

支
援
の
時
間
拡
充
な
ど

　日
野
市
が
直
面
す
る

緊
急
課
題
、
重
点
課
題

へ
の
取
り
組
み
を
高
く

評
価
し
、
賛
成
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　①
保
育
園
待
機
児
対

策
に
つ
い
て
、
定
員
増

が
図
ら
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
解
消
に
向
け

た
施
策
実
施
を
要
望
。

②
子
育
て
し
な
が
ら
安

心
し
て
働
け
る
ま
ち
を

目
指
し
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
を
評
価
。
③

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
、
「
ほ
っ
と
も

開
に
期
待
。
⑧
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
多
く
の
市
民
が

関
わ
る
こ
と
の
出
来
る

よ
う
な
事
業
を
要
望
。

　私
た
ち
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
で
事
業
を

評
価
す
る
こ
と
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
基
本
計

画
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
務
で
も
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
運

用
を
求
め
ま
す
。
客
観

的
な
数
値
設
定
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

事
業
を
進
め
る
こ
と
を

要
望
。
⑥
地
域
の
自
主

防
災
組
織
を
作
り
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
向

け
て
、
学
校
を
舞
台
に

し
た
避
難
所
運
営
組
織

の
構
築
が
急
務
。
政
策

課
題
の
順
位
を
上
げ
て
、

取
り
組
む
こ
と
を
要
望
。

⑦
空
き
家
対
策
は
、
民

間
団
体
な
ど
が
関
わ
る

よ
う
な
今
後
の
施
策
展

貧
困
対
策
は
、
子
ど
も

自
身
が
貧
困
な
の
で
は

な
く
社
会
全
体
が
貧
困

だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る

よ
う
に
、
社
会
を
組
み

直
す
事
業
で
あ
る
。
全

庁
的
な
取
り
組
み
を
期

待
。
⑤
新
し
い
ご
み
処

理
施
設
の
周
辺
環
境
整

備
は
、
こ
れ
ま
で
も
続

け
て
い
る
丁
寧
な
話
し

合
い
の
姿
勢
を
求
め
、

　賛
成
の
立
場
で
、
私

た
ち
の
意
見
を
述
べ
ま

す
。　①

第
５
次
基
本
構
想

・
基
本
計
画
の
進
行
管

理
を
進
め
る
た
め
の
市

民
意
識
調
査
の
実
施
を

評
価
。
②
地
域
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
自
治

会
に
は
財
政
措
置
も
含

め
、
し
っ
か
り
と
伴
走

を
。
③
保
育
園
待
機
児

童
問
題
は
、
定
員
を
増

や
し
、
認
証
保
育
所
の

入
所
者
負
担
の
大
幅
減

を
評
価
。
④
子
ど
も
の

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

暮
ら
し
・
子
育
て
支
援
を

最
優
先
に

地
域
の
一
生
懸
命
を
行
政
が

積
極
的
に
応
援
を自

民
党
新
政
会

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

将
来
の
行
財
政
改
革
を
見
据

え
た
適
正
予
算

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

住
環
境
の
確
立
を公

　明

　党

 

市
民
ク
ラ
ブ 

数
値
目
標
を
設
定
し

着
実
な
事
業
の
実
施
を

平成２９年度

予算審議から

賛 成賛 成賛 成賛 成 反 対

①生活困窮者に対する措置は、どのようになっているか？
②地方消費税交付金の付加分の使用用途は？
③ホームページバナー広告料が前年度と同額だが、算

定根拠を問う。
④廃棄物処理手数料において、1世帯あたりどのくらい

の負担になっているか？
⑤多摩平の森産業連携センターの使用料の計上が下が

った理由を問う。

①避難行動要支援者に対して、関係部署との連携に関
して、どのような取り組みをしたのか？

②シルバー人材センター経費について、平成29年度に
追加した内容と目的について問う。

③地域懇談会は、自分たちの課題解決のために、今後
も進めて行く認識なのか問う。

④聴覚障害者のコミュニケーション支援について、改
善があったのか問う。

⑤子ども医療費助成金が平成29年度は増額になっている
が、人口増なのか特別な要因があるのか、理由を問う。

⑥見守り支援ネットワーク事業経費の困りごとサービ
スについて、ごみ出しなどの継続的なものも支援の
対象として検討されているのか問う。

⑦民生委員を育成するための働きかけは、行っている
のか問う。

⑧就学援助が必要な子のいる家庭への、周知方法につ
いて問う。

①厚生労働省のアレルギー対策基本指針案に対する、
市の対応を問う。

②行政は、安心して暮らせる雇用・処遇を保障し、納税
者を増やしていくべきと考えるが、市の見解を問う。

③地方消費税交付金は、どのような施策に充当されて
いるか？

④新人事評価制度・第5次行革・2020プランの目標数値設
定の現状と、平成29年度に向けた目標設定について問う。

⑤広報ひのの表紙と紙面の選定方法について問う。
⑥災害時の帰宅困難者の受け入れ施設を管理している

各担当課の心構えについて問う。
⑦合計特殊出生率を上げる即効薬というのは、何かあ

るのか問う。

①諸力融合による課題を、市・企業・市民と共有してい
くべきではないか？

②今までの職員研修業務の成果と今後の課題について問う。
③市内間の転居届の推移を問う。また、他の証明と同

じように、支所などで届け出が出来ないか問う。
④コンビニ証明書交付サービスで、総務省から表彰を

受けたが、どのような形で受賞に結び付いたのか問う。
⑤大政奉還150周年記念プロジェクト経費の経緯、自

治体に配布されている冊子の数、21自治体との他の
連携事業について問う。

⑥超過勤務は、市役所全体的にあるのか？部署によっ
てなのか？

⑦病院経営第三者委員会の進捗状況と、今後のスケジ
ュールを問う。

国民健康保険特別会計一般会計
歳 入 全 般

衛生費・労働費

民 生 費議会費・総務費

区画整理事業特別会計 下水道事業特別会計

市立病院事業会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

①糖尿病重症化予防事業について、ソーシャ
ルインパクトボンドの導入を検討出来ない
か？

②滞納者数は、増加しているのか？
③国民健康保険の加入者の増減、また過去

５年分の前期高齢者の推移について問う。
④健康増進事業経費について、平成29年度

に協会けんぽとの連携事業はあるのか？

①糖尿病重症化予防対策のソーシャルイン
パクトボンド導入を検討してもらいたい
（賛成）。

②過剰な医療はやめるべき。国に対して、市
がどれだけ先進的な取り組みをするかが
課題（賛成）。

①保留地処分金について、詳細を問う。
②豊田駅南口のバス停への、ベンチ設置につ

いて問う。
③万願寺第二地区、東町地区の事業費ベース

での整備進捗率と、仮換地の指定率につい
て問う。

①進捗率が悪く、抜本的対策・見直しを条例
の中で進めていくべき（反対）。

②地権者と相談して先の見通しを伝え、市民
とともに判断していくことが必要（反対）。

①利用者負担軽減事業について、平成25年度
からの利用者数・事業者数について問う。

②介護人材の確保について、平成29年１月に
実施した高齢者福祉総合計画策定に向け
た基礎調査の中で、質問項目として、介護
人材の年齢層・充足度についての項目はあ
ったか？

①データ結果に基づいて、どのような対策を
立てるのか手腕が問われるところである。
大いに期待する（賛成）。

①特別職の給与について問う。
②今後の人件費について、どのような方向性

を考えているか？
③平成28年度の救急の受け入れ実数と応需率、

平成29年度の見込みについて問う。

①繰出金について、より理解しやすいように
情報開示し、また、第三者委員会には、公
立病院のあり方を審議してもらいたい（賛
成）。

②市民を巻き込んで、わがまちの病院にして
もらいたい（賛成）。

質疑・意見は、ありませんでした。

質疑・意見は、ありませんでした。

意
見

　一般会計・特別会計の予算特別委員会で行われた、主な質疑や意

見の概要をお伝えします。

　予算とは、４月から翌年３月までの行政サービスを行うための収

入・支出の見積もりとその計画です。市長には予算を執行する権限

がありますが、その予算を定めるためには、議会の議決が必要です。

このため、予算の審議・議決は、市議会の重要な役割です。

　平成29年度の各予算は、それぞれの特別委員会での活発な議論を

経て、議会最終日の本会議で原案のとおり可決され、成立しました。

質 

疑

質疑 質疑

質疑

①健康サポートルーム輝の今後の展開について問う。
②猫避妊去勢手術業務委託について、飼い猫、地域猫

どちらでも使用出来るのか？補助金はあるのか？ 
③蓄犬登録システム借上料について、犬の登録件数の

推移を問う。
④カワセミハウスについて、平成29年度の利用見込み

と、そのうち、有料・無料の割合を問う。
⑤お口の健康診査事業について、対象となる方への今

後の周知など、広報活動について問う。

①企業立地奨励金について、平成28年度から29年度に
向けての取り組み、計画について問う。

②平成28年度の地域行政ポイント付与金のポイント付与者
数と、29年度予算における予定付与者数について問う。

③防災に関する各種訓練の考え方、反省点、今後どの
ように進めていくのかを問う。

④公園遊具修繕計画の実施について、平成27年度・28
年度の撤去数・新設数を問う。

⑤みんなで川へ繰り出そう！事業について、内容が拡
大されると聞いたが、その内容について問う。

⑥防災マップ・洪水ハザードマップ作成事業の成果とな
るイメージを問う。

⑦老朽化道路施設更新事業について、前倒しの計画は
あるのか？

⑧橋梁長寿命化事業、滝合橋の老朽化、側道の改良に関
して、今後市としてどのような働きかけをしていくのか？

質疑

質疑

農業費・商工費・土木費・消防費

質疑

質疑

総 括 質 疑

①トイレ改修が必要となる、残りの12校の改修計画を問う。
②図書館経費について、本庁舎免震化とともに、市政

図書室の拡張に関する費用は計上しているのか？
③学童クラブの職員募集の状況を問う。
④オリンピック・パラリンピック教育推進事業経費にお

ける財源の内訳を問う。
⑤登校支援コーディネーター報酬の詳細を問う。

教育費・公債費・諸支出金・予備費

質 

疑

意 

見

意 

見

質 

疑

意 

見

質 

疑

意 

見きょうりょう

かがやき

しんちょく

しんちょく

しんちょく
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都
へ

請願の要旨

（本　文）

日野市議会議長
　　　　　　　様

件名
○○○○○○○○○○
　　　　　　に関する請願
平成　　年　　月　　日

請願代表者
　住所
　氏名　※自署しない場合は押印が必要
　　他○○名
　　（市内○○名、市外○○名）
　電話

紹介議員
　　氏名

（表　紙）

※A4判、横書きで。

　目
の
不
自
由
な
方
に
市
議

会
の
活
動
を
周
知
す
る
た
め
、

『
市
議
会
だ
よ
り
』
の
点
字

版
と
、
本
紙
の
朗
読
を
録
音

し
た
Ｃ
Ｄ
版
（
デ
イ
ジ
ー

版
）
を
作
製
し
て
自
宅
ま
で

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
利
用
は
無
料
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

点
字
版

Ｃ
Ｄ
版

　
ご
利
用
を

市
議
会
だ
よ
り

意
見
書

みんなで田植　　　　撮影：野村明雄さん（栄町在住）
日野市観光協会主催

「伸びゆく日野市写真コンクール」入賞（新町 水車堀公園前）

請
願
・
陳
情

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

　１
面
に
続
き
、
平
成
29
年

第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
主
な
議
題
を
紹
介
し
ま
す

〈
議
案
名
は
一
部
要
約
し
て

い
ま
す
〉。

●
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
の

報
酬
と
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
改
正

  

新
た
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
職
員
の
報
酬
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
す
。

〈
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
〉

●
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

　学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
夏

休
み
期
間
な
ど
の
育
成
時
間

枠
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

〈
平
成
29
年
７
月
１
日
施
行
〉

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
6
号
）

　補
正
額
は
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
8
億
8
千
447
万
2
千

円
を
減
額
し
、
一
般
会
計
総

額
を
652
億
6
千
292
万
4
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
で

は
、
配
当
割
交
付
金
の
減
額

な
ど
。
歳
出
で
は
、
中
学
校

の
改
修
工
事
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
環
境
整
備
な
ど
に

つ
い
て
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。

●
北
川
原
公
園
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結

　北
川
原
公
園
整
備
工
事
の

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

●
市
一
般
職
員
の
給
与
条
例

等
の
一
部
改
正

　東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧

告
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
の
一

般
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

〈
平
成
29
年
4
月
1
日
施
行
〉

　請
願
・
陳
情
は
、
市
政
に

関
す
る
意
見
や
要
望
を
、
議

会
に
対
し
て
文
書
で
提
出
す

る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
有
効

な
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
請
願
と
陳
情
と
で

は
、
議
会
で
の
取
り
扱
い
方

に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
留
意
し
て
、
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
適
合
性
判
定
の
申
請
な

ど
に
係
る
手
数
料
を
新
た
に

設
け
る
も
の
で
す
。

〈
平
成
29
年
4
月
1
日
施
行
〉

●
人
事
案
件

▼
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
の

候
補
者
の
推
薦
…
馬
場
賢
司

議
員
を
推
薦
▼
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
…
夏
井
明
男
氏
（
多

摩
平
２
の
６
の
１
多
摩
平
の

森
３
の
11
棟
805
）

【
請
願
】

　請
願
提
出
者
の
希
望
に
よ

り
、
委
員
会
の
中
で
請
願
の

趣
旨
説
明
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
（
代
理
人
可
）
。
た

だ
し
請
願
に
は
紹
介
議
員

（
請
願
の
趣
旨
を
十
分
に
理

解
し
、
市
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
に
賛
同
し
た
市
議
会
議

員
）
１
人
以
上
の
署
名
が
必

要
で
す
。

【
陳
情
】

　陳
情
内
容
を
速
や
か
に
全

議
員
へ
配
布
し
ま
す
。
議
会

閉
会
中
で
も
陳
情
趣
旨
を
議

員
に
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
委

　第
１
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
は
１
件
で
、
東

京
都
知
事
宛
に
送
付
し
ま
し

た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。
〈
全
文
は
、
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
〉

■
消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事

業
者
へ
の
優
遇
制
度
に
関
す

る
意
見
書

員
会
や
本
会
議
で
の
審
査
・

採
決
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
請
願
の
提
出
方
法
】

　請
願
の
提
出
締
め
切
り
は
、

各
定
例
会
初
日
の
正
午
で
す
。

こ
れ
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
次

回
の
定
例
会
の
審
議
に
な
り

ま
す
。

【
記
載
方
法
】

　請
願
・
陳
情
の
書
式
は
下

図
の
と
お
り
で
す
（
請
願
の

書
式
は
日
野
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
出
来
ま
す
）
。
内
容
は
簡

潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
送
で
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

　消
防
団
は
、
地
域
に
密
着

し
た
消
防
・
防
災
の
要
で
す
。

し
か
し
、
消
防
団
員
は
全
国

的
に
年
々
減
少
し
、
地
域
防

災
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
防
団
員
の
多
く

は
被
雇
用
者
で
あ
り
、
雇
用

者
の
理
解
な
く
消
防
団
員
を

続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

消
防
団
員
が
活
動
に
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
よ
っ
て
、
消
防
団
の

活
動
に
協
力
す
る
法
人
や
個

人
事
業
者
に
対
し
て
、
次
の

優
遇
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

①
消
防
団
員
を
有
す
る
法

人
・
個
人
に
対
し
、
法
人
事

業
税
・
個
人
事
業
税
の
減
税

を
行
う
こ
と
。
②
消
防
団
協

力
事
業
所
の
認
定
を
受
け
て

い
る
事
業
所
に
つ
い
て
、
低

利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
制

度
を
設
立
す
る
こ
と
。

意
見
書
と
は
、
市
の
公

益
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見

と
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ

と
。
議
会
は
、
そ
の
意
見
書

を
政
府
や
国
会
な
ど
の
関
係

機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が
法

律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

市
長
公
室
広
報

主
な
議
題

問

　ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と

家
族
の
高
齢
化
に
よ
る
問
題

に
つ
い
て
問
う
。

答

　就
労
支
援
の
強
化
や
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応

を
協
議
し
ま
す
。

問

　第
３
期
地
域
福
祉
計
画

の
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

答

　地
域
か
ら
初
期
総
合
相

談
窓
口
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

や
気
軽
に
相
談
出
来
る
体
制

づ
く
り
な
ど
、
見
直
し
や
解

決
策
を
検
討
し
ま
す
。

問

　運
用
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
問
う
。

答

　一
定
の
制
度
化
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
明
文
化
を

図
り
ま
す
。

問

　道
路
設
計
を
随
意
契
約

す
る
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

答

　地
元
要
望
や
協
議
内
容

の
熟
知
が
必
要
で
、
法
令
に

基
づ
い
た
随
意
契
約
で
す
。

問

　民
家
の
耐
震
診
断
や
補

強
に
関
す
る
市
の
対
策
は
。

答

　サ
ポ
ー
ト
体
制
・
補
助

制
度
を
充
実
す
る
予
定
で
す
。

問

　墜
落
事
故
を
受
け
て
、

市
の
対
応
は
。

答

　安
全
性
に
懸
念
を
抱
い

た
ま
ま
横
田
基
地
へ
飛
来
し

な
い
よ
う
、
要
請
し
ま
す
。

問

　条
例
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、
当
事
者
が
制
定
作

業
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
。

答

　策
定
プ
ロ
セ
ス
に
、
当

事
者
や
外
部
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

問

　賃
金
下
限
額
は
設
計
労

務
単
価
の
９
割
と
し
、
熟
練

・
非
熟
練
の
区
別
で
割
合
を

定
め
る
こ
と
の
見
解
を
問
う
。

答

　継
続
的
に
検
証
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

問

　委
託
事
業
や
物
品
調
達

な
ど
で
、
労
働
者
の
賃
金
格

差
是
正
を
実
現
す
べ
き
で
は
。

答

　条
例
制
定
で
賃
金
の
実

態
把
握
が
進
む
と
考
え
ま
す
。

問

　条
例
制
定
後
の
当
事
者

の
関
わ
り
に
つ
い
て
問
う
。

答

　条
例
の
運
用
・
検
証
過

程
で
、
当
事
者
の
関
わ
り
は

必
須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　生
活
困
窮
者
な
ど
の
子

ど
も
が
対
象
の
学
習
支
援
事

業
「
ほ
っ
と
も
」
の
現
状
と

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

答

　現
在
３
カ
所
で
、
学
習

支
援
、
居
場
所
支
援
、
夕
食

の
提
供
を
行
い
、
子
ど
も
の

学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
成

果
が
表
れ
て
い
る
ほ
か
、
子

ど
も
の
心
の
安
定
に
つ
な
が

っ
た
な
ど
の
評
価
も
受
け
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は

新
た
に
１
カ
所
開
設
し
ま
す
。

問

　放
課
後
の
学
習
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

答

　地
域
の
方
々
の
協
力
で
、

学
習
機
会
が
提
供
さ
れ
、
現

在
、
大
坂
上
中
で
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
、
三
中
と
滝
合
小
で
も

実
施
し
ま
す
。
学
習
習
慣
や

基
礎
学
力
を
身
に
着
け
、
自

信
を
持
っ
て
成
長
出
来
る
よ

う
、
事
業
の
一
層
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

問

　通
学
路
の
安
全
対
策
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答

　信
号
機
に
右
折
矢
印
信

号
を
設
置
し
た
り
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
安
全

対
策
の
進
行
管
理
を
行
い
、

通
学
路
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

問  

学
校
で
の
防
災
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答

　学
校
や
地
域
と
連
携
し

た
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
地

域
と
と
も
に
避
難
所
設
営
訓

練
に
参
加
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
具
現
化
し
て
い
く
予

定
で
す
。

問

　小
・
中
学
校
校
舎
内
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
。

答

　更
新
時
期
を
見
極
め
な

が
ら
進
め
ま
す
。

問

　無
電
柱
化
推
進
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
市
の
対
策
は
。

答

　効
率
的
な
無
電
柱
化
を

実
現
す
る
た
め
、
東
京
都
が

行
う
支
援
事
業
に
前
向
き
に

取
り
組
み
ま
す
。

問

　多
摩
平
の
森
Ａ
街
区
に

作
る
認
知
症
関
連
の
施
設
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

答

　平
成
29
年
度
に
専
門
病

棟
を
持
つ
病
院
が
開
設
予
定

で
す
。
認
知
症
初
期
集
中
支

援
事
業
と
医
療
連
携
型
認
知

症
カ
フ
ェ
事
業
を
委
託
し
、

連
携
を
図
り
ま
す
。

問

　在
宅
医
療
の
充
実
に
つ

い
て
問
う
。

答

　現
状
を
把
握
し
、
医

療
・
介
護
・
行
政
の
役
割
分

担
の
再
認
識
と
、
医
療
と
介

護
が
継
続
的
に
連
携
す
る
仕

掛
け
や
仕
組
み
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

問

　市
の
見
解
を
問
う
。

答

　現
在
策
定
し
て
い
る
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
検
討
し
ま
す
。

問

　自
転
車
ゾ
ー
ン
の
路
面

表
示
に
つ
い
て
問
う
。

答

　警
視
庁
や
市
が
駅
周
辺

の
道
路
な
ど
に
自
転
車
ナ
ビ

マ
ー
ク
の
設
置
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問

　学
校
で
の
環
境
美
化
教

育
に
つ
い
て
問
う
。

答

　教
室
や
学
校
周
辺
を
自

分
た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
清
掃
活
動
出
来
る
よ
う

指
導
を
重
ね
て
い
ま
す
。

問

　今
回
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
問
う
。

答

　枠
組
み
・
不
断
の
見
直

し
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
に
向
け
て
の

授
業
改
善
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

問

　改
訂
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
く
の
か

問
う
。

答

　子
ど
も
の
学
び
の
転
換
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
教
育

課
程
へ
の
転
換
、
授
業
時
数

の
増
加
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問

　授
業
内
容
が
わ
か
ら
な

い
子
ど
も
を
出
さ
な
い
た
め

の
未
来
へ
の
投
資
に
つ
い
て

の
見
解
を
問
う
。

答

　必
要
な
予
算
化
を
図
り
、

放
課
後
の
補
習
な
ど
、
子
ど

も
の
状
況
に
合
わ
せ
た
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

問

　平
成
34
年
、
生
産
緑
地

の
宅
地
化
が
懸
念
さ
れ
る
問

題
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

問
う
。

答

　面
積
要
件
の
緩
和
な
ど

基
準
の
見
直
し
、
関
係
者
や

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。

問

　公
契
約
に
関
す
る
課
題

意
識
に
つ
い
て
問
う
。

答

　市
で
は
入
札
及
び
契
約

制
度
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
総
合
評
価
方
式
の
本
格

導
入
へ
向
け
た
検
証
や
公
契

約
条
例
制
定
に
向
け
、
課
題

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

　公
契
約
条
例
制
定
に
よ

り
得
ら
れ
る
も
の
は
。

答

　幅
広
い
検
討
が
必
要
で

す
が
、
事
業
者
の
労
働
環
境

の
改
善
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問

　市
民
の
不
安
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答

　引
き
続
き
国
に
対
し
、

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を

要
請
し
ま
す
。

問

　就
学
援
助
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
問
う
。

答

　何
が
出
来
る
か
、
全
体

を
通
し
て
前
向
き
な
方
向
で

積
極
的
に
検
討
し
ま
す
。 

問

　給
食
費
や
中
学
校
の
部

活
動
費
の
段
階
的
無
償
化
に

つ
い
て
問
う
。

答

　財
政
状
況
な
ど
課
題
も

多
く
、
国
や
都
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
研
究
し
ま
す
。

問

　日
野
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
方
を
問
う
。

答

　地
域
の
方
々
が
主
役
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
活
動
す
る
方
々
を

継
続
し
て
応
援
し
、
賑
わ
い

作
り
へ
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

　日
野
宿
の
景
観
形
成
や

旧
甲
州
道
中
の
北
原
道
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答

　地
域
の
方
々
の
意
見
を

参
考
に
整
備
を
行
い
、
活
用

可
能
な
交
付
金
の
有
無
な
ど
、

継
続
し
て
調
査
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　婚
姻
、
出
生
な
ど
の
届

け
出
の
後
の
お
も
て
な
し
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答

　３
月
か
ら
婚
姻
届
を
提

出
し
た
夫
婦
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ボ
ー
ド
で
記
念
写
真
を
撮

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

問

　こ
れ
ま
で
交
わ
し
て
き

た
他
市
と
の
友
好
・
姉
妹
都

市
と
防
災
協
定
の
違
い
に
つ

い
て
問
う
。

答

　友
好
都
市
と
姉
妹
都
市

の
違
い
は
特
定
の
分
野
で
の

都
市
間
交
流
の
有
無
で
あ
り
、

防
災
協
定
は
震
災
の
想
定
が

異
な
り
、
半
日
以
内
で
行
き

来
出
来
る
、
程
よ
い
距
離
間

に
存
在
す
る
自
治
体
と
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

問

　市
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
現
在
検
討
中
の
具
体
的
な

施
策
を
問
う
。

答

　市
民
、
児
童
・
生
徒
、

職
員
、
市
民
団
体
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の

交
流
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

一
度
に
全
て
で
は
な
く
、
出

来
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
、
今
後
の
施
策
展
開

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

　健
康
寿
命
を
伸
ば
す
上

で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
さ
れ
た
か
。

答

　市
民
健
康
推
進
委
員
が

健
康
遊
具
を
活
用
し
て
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
開
催
や

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
の
健
康
講

座
、
が
ん
の
Ｐ
Ｒ
、
健
康
情

報
誌
「
ひ
の
イ
キ
」
の
発
行
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
、
幅
広
い
世
代

へ
の
健
康
意
識
の
向
上
、
運

動
を
始
め
ら
れ
る
た
め
の
き

っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問

　健
康
長
寿
社
会
の
実
現

と
医
療
費
抑
制
に
向
け
た
庁

内
体
制
の
進
捗
を
問
う
。

答

　各
部
署
で
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
戦
略
を
意

識
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
先
進
的
な
取

り
組
み
を
参
考
に
し
、
体
系

的
な
組
織
の
構
築
を
目
指
し
、

関
係
部
署
や
団
体
へ
の
働
き

か
け
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

　第
５
次
行
革
の
抜
本
的

見
直
し
を
問
う
。

答

　生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
、

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と
課

題
を
認
識
し
、
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
り
、
そ
の
他
、
市

の
重
要
施
策
に
つ
い
て
行
財

政
改
革
を
下
支
え
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
実
施
し
て
い
く

考
え
で
す
。

問

　公
共
施
設
総
床
面
積
の

マ
イ
ナ
ス
16
％
の
目
標
設
定

を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

市
民
の
方
々
の
理
解
の
も
と
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

対
応
は
、
オ
ー
ル
日
野
市
で

関
心
を
持
ち
、
市
民
の
方
々

と
と
も
に
、
目
標
設
定
を
共

有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

問

　市
内
の
犯
罪
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

答

　刑
法
犯
認
知
件
数
は
１

千
255
件
で
発
生
率
は
０
・
６

％
と
な
り
、
検
挙
件
数
は
334

件
で
検
挙
率
は
26
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問

　犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

た
ち
を
支
え
る
更
生
保
護
団

体
に
つ
い
て
問
う
。

答

　立
ち
直
り
を
地
域
で
支

え
る
28
人
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
保
護
司
が
保
護
観
察

官
と
連
携
し
て
、
社
会
復
帰

を
果
た
す
た
め
、
就
職
や
住

ま
い
に
関
す
る
相
談
業
務
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

　再
犯
防
止
推
進
計
画
策

定
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
問
う
。

答

　国
が
策
定
す
る
計
画
内

容
を
勘
案
し
、
都
や
他
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

保
護
司
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
検
討
し
ま
す
。

問

　国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
石

田
大
橋
高
架
下
部
分
に
つ
い

て
、
可
燃
ご
み
搬
出
入
車
両

の
搬
入
路
と
し
て
の
占
用
許

可
は
出
て
い
な
い
。
工
事
を

先
行
し
て
進
め
る
の
は
許
さ

れ
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
に
つ
い
て
問
う
。

答

　可
燃
ご
み
の
搬
出
入
車

両
の
通
行
の
占
用
許
可
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
継
続
し
て
国

交
省
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

問

　広
場
利
用
に
当
た
っ
て

の
変
更
点
に
つ
い
て
問
う
。

答

　遅
延
に
よ
る
変
更
届
を

出
し
た
だ
け
で
あ
り
、
内
容

の
変
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

　広
場
利
用
に
つ
い
て
、

地
元
の
方
々
に
は
ど
の
よ
う

に
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

答

　要
望
が
あ
っ
た
場
合
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
検

討
す
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

問

　保
育
士
の
子
ど
も
は
優

先
入
所
さ
せ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
方
に
つ
い

て
問
う
。

答

　４
月
の
入
園
申
請
か
ら

保
育
園
に
入
園
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問

　求
人
情
報
サ
イ
ト
を
開

設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答

　先
進
事
例
を
参
考
に
、

工
夫
を
し
ま
す
。

問

　Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
黒
川
踏

切
の
拡
幅
に
つ
い
て
問
う
。

答

　Ｊ
Ｒ
は
廃
止
の
方
向
で

し
た
が
、
拡
幅
す
る
こ
と
で

合
意
し
て
い
ま
す
。
事
業
費

は
、
全
額
市
負
担
で
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　他
市
で
は
、
認
証
保
育

園
の
申
請
状
況
な
ど
に
つ
い

て
公
表
し
て
い
る
が
、
市
の

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答

　市
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

各
施
設
か
ら
の
報
告
を
受
け

て
か
ら
公
表
し
た
場
合
、
時

間
差
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
個
々

に
連
絡
を
す
る
の
が
最
も
確

実
な
方
法
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
精
度
の
高
い
情
報
提
供

方
法
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　１
次
申
請
の
結
果
発
表

が
２
月
半
ば
で
は
遅
い
。
も

っ
と
早
く
出
来
な
い
か
、
市

の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答

　他
市
で
は
、
受
付
期
間

を
早
め
る
傾
向
に
あ
り
、
受

付
期
間
を
早
め
る
検
討
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　待
機
児
童
解
消
策
と
し

て
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方

を
問
う
。

答

　市
内
に
事
業
所
が
な
く
、

都
心
か
ら
の
派
遣
は
現
実
的

に
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　公
立
保
育
園
の
民
営
化

に
つ
い
て
問
う
。

答

　民
間
保
育
園
を
新
設
し

て
定
員
拡
大
を
図
り
ま
し
た

が
、
新
設
に
は
多
額
の
財
源

が
必
要
で
、
公
立
保
育
園
の

民
営
化
で
財
源
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
構
想
に

つ
い
て
問
う
。

答

　設
置
に
向
け
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
確
保
す
る
仕

組
み
作
り
に
つ
い
て
、
関
係

各
課
と
連
携
し
、
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

問

問 答

問

問問

問 答問答問問 答問答問答

答答答

問

問

問 答

問

問

問 答

問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答

答答問答問答問答問答

問問 答問問 答

答答問答問答 答 答

問問 答答答問答問答問答

問答答 問問答 問 問

答答問答問問問問 答答答答答答問答

し
ん
ち
ょ
く

な
つ
い
あ
き
お ば  

ば 

け
ん
じ

ま
ち
じ
ゅ
う
の
知
恵
を

集
め
た
公
契
約
条
例
の

制
定
で
地
域
好
循
環
を

さ
ら
な
る
充
実
を
、
防

災
・
減
災
へ
の
対
策
に

つ
い
て
問
う

学
習
指
導
要
領
改
訂
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
〜
主
に
、
小
学
校

教
育
に
つ
い
て

日
野
駅
周
辺
地
域
の
魅

力
を
生
か
し
た
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て紫
波
町
と
の
姉
妹
都
市

締
結
の
狙
い
、
そ
し
て

今
後
の
連
携
強
化
に
つ

い
て

健
康
長
寿
社
会
の
実
現

と
医
療
費
の
抑
制
を
！

都
市
農
業
振
興
に
つ
い

て公
契
約
に
関
す
る
諸
課

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

題
に
つ
い
て

育
ち
を
支
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
、
教
育
無
償

化
、
就
学
援
助
・
奨
学

金
拡
充
、
住
宅
・
就
業

支
援
を

墜
落
原
因
す
ら
わ
か
ら

な
い
オ
ス
プ
レ
イ
の
横

田
基
地
配
備
は
中
止
を

求
め
よ

無
電
柱
化
に
取
り
組
も

うイ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策

と
仮
称
「
高
幡
交
流
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
に
つ

い
て

新
年
度
予
算
に
お
け
る

子
育
て
世
代
へ
の
措
置

待
機
児
解
消
に
向
け
、

保
育
人
材
の
確
保
・
定

着
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
よ
う
！

「
希
望
す
る
家
庭
が
必

ず
保
育
園
に
入
れ
る
ま

ち
」
宣
言
を
！

女
性
の
活
躍
を
支
え
る

待
機
児
童
解
消
・
育
児

支
援
拡
充
を
再
度
問
う

日
野
駅
と
豊
田
駅
に
関

す
る
諸
課
題
解
決
に
向

け
、
再
度
問
う
！

市
民
力
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
！
〜
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
あ
り

方
〜

要
請
を
黙
殺
す
る
政
府

と
米
軍
を
ど
う
動
か
す

か
〜
オ
ス
プ
レ
イ
横
田

配
備
を
問
う
（
３
）
〜

生
き
方
丸
ご
と
支
援
の

地
域
づ
く
り
！
〜
可
視

化
さ
れ
な
い
大
人
の
ひ

き
こ
も
り
〜

街
路
灯
、
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
化
計
画
に
つ

い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
進
捗
状
況
を
問
う

自
転
車
の
交
通
安
全
対

策
と
活
用
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
を
目
指
し

ク
リ
ー
ン
な
日
野
市
を

目
指
そ
う
！

搬
入
路
設
計
業
務
委
託

の
入
札
は
適
正
に
行
わ

れ
た
か
〜
ご
み
処
理
広

域
化
等
を
問
う
（
６
）

耐
震
補
強
の
真
剣
な
取

り
組
み
が
命
を
救
う
〜

地
震
対
策
の
総
点
検
・

改
善
を
！
（
２
）
〜

無
法
に
よ
る
暴
走
は
必

ず
行
き
詰
ま
る
！
〜
ご

み
広
域
化
に
伴
う
ご
み

収
集
車
の
搬
入
路
計
画

を
問
う
〜

再
犯
の
防
止
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
つ
い
て

市
民
の
く
ら
し
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
壊
す
２
つ

の
計
画
（
案
）
は
見
直

し
を
！
〜
第
５
次
行
革

大
綱
（
素
案
）
と
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）
を
問
う
〜

吉
岡
奈
津
恵

（
無
　
会
　
派
）

近

澤

美

樹

（
日
本
共
産
党
）

1

3

田 

原

　

 

茂

（
公
　
明
　
党
）

6

古

賀

壮

志

（
自
民
党
新
政
会
）

9

奥

住

匡

人

（
自
民
党
新
政
会
）

12

大

塚

智

和

（
公
　
明
　
党
）

5

菅

原

直

志

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

8

馬

場

賢

司

（
公
　
明
　
党
）

11

有

賀

精

一

（
無
　
会
　
派
）

2

池

田

利

恵

（
自
由
民
主
党
）

4

峯

岸

弘

行

（
公
　
明
　
党
）

7

清
水
登
志
子

（
日
本
共
産
党
）

10

中

嶋

良

樹

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13

大

高

哲

史

（
日
本
共
産
党
）

16 谷

　
和

彦

（
自
由
民
主
党
）

15 中

野

昭

人

（
日
本
共
産
党
）

14

窪

田

知

子

（
公
　
明
　
党
）

17奥

野

倫

子

（
日
本
共
産
党
）

18鈴

木

洋

子

（
自
由
民
主
党
）

19

吉
岡
奈
津
恵

1

　定例会では、市政全般について議員
から一般質問が行われます。今回は19
人の議員が質問に立ち、29項目につい
て行政の対応を質しました。掲載内容
は、その要約です。 ※発言順に掲載

ただ

質疑や答弁などの詳細は、会議録で全文を確認出来ます。

第１回定例会の会議録は、５月下旬から図書館・市政

図書室で閲覧出来ます。

会議録検索システムは、５月下旬から市議会のホーム

ページで利用出来ます。

本会議の様子を市議会のホームページからご覧ください。

　生中継は本会議当日のみ。

　録画中継は、本会議当日の4日後（土曜・日曜日、祝日を

　除く）から。

市政を問う
一
般
質
問

会議録の
閲覧と検索

インターネット
中継
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と
な
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、
検
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件
数

件
で
検
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率

な
っ
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い
ま
す
。

た
ち
を
支
え
る
更
生
保
護
団

答問 問

　市
内
の
犯
罪
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

答

　刑
法
犯
認
知
件
数
は
１

問
再
犯
の
防
止
等
の
推
進

に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
つ
い
て

谷

　
和

彦

い
て
問
う
。

答
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議案名

会派名
所
属
す
る

議
員
名

江

口

和

雄

秋

山

　薫

菅

原

直

志

鈴

木

勝

豊

中

嶋

良

樹

吉
岡
奈
津
恵

有

賀

精

一

奥

野

倫

子

中

野

昭

人

清
水
登
志
子

大

高

哲

史

近

澤

美

樹

田

原

　茂

馬

場

賢

司

窪

田

知

子

峯

岸

弘

行

大

塚

智

和

西

野

正

人

古

賀

壮

志

奥

住

匡

人

梅

田

俊

幸

池

田

利

恵

谷

　和

彦

鈴

木

洋

子

（

　議

　長

　）

▼全会一致で可決したもの　「同意」を含みます。

▼賛否の分かれたもの

市

長

提

出

市
長
提
出

市

長

提

出

議員提出

○…賛成　　×…反対

平成29年第１回　定例会で議決した議案

下表のように、市長提出議案32件、議員提出議案１件が審議・議決されました（議案名は、一部要約しました）。

※議長は、賛否の表明に加わりません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

可　決

可　決

可　決

可　決

×

×

×

×

○

○

○

○

個人情報保護条例の一部改正

特定個人情報保護条例の一部改正

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る条例の一部改正

特別職の非常勤職員の報酬と費用弁償条例の一部改正

市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正

住民基本台帳ネットワークシステムに係る個人情報保護条例の一部改正

市税条例等の一部改正

介護保険条例の一部改正

児童館条例の一部改正

特定教育・保育施設、特定地域型保育事業等の利用者負担に関する
条例の一部改正

幼稚園保育料条例の一部改正

平成28年度　一般会計補正予算（第6号）

平成28年度　国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成28年度　土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度　下水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成28年度　介護保険特別会計補正予算（第3号）

平成28年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

平成29年度　国民健康保険特別会計予算

南平健康増進・スポーツ交流促進地区建築条例の制定

平成29年度　一般会計予算

平成29年度　土地区画整理事業特別会計予算

北川原公園整備工事請負契約の締結

平成29年度　下水道事業特別会計予算

平成29年度　介護保険特別会計予算

平成29年度　後期高齢者医療特別会計予算

平成29年度　市立病院事業会計予算

公共下水道事業（事業の一部）に関する業務委託契約の締結

西平山土地区画整理事業に関する業務委託契約の締結

固定資産評価審査委員会委員の選任

市一般職員の給与条例等の一部改正

市職員の勤務時間・休日・休暇等に関する条例の一部改正

手数料条例の一部改正

消防団員を雇用する事業者への優遇制度に関する意見書

東日本大震災被災地支援募金への

ご協力に感謝致します
　東日本大震災の発災以来、日野市議会では、毎年３月に日野駅・豊田

駅・高幡不動駅の各駅頭にて、被災地支援の募金活動を行っています。

　今年は３月４日に実施しました。おかげさまで合計１５１,４７４円の募

金が集まりました。宮城県石巻市へ送金しましたので、ご報告すると

ともに、ご協力に感謝致します。

日 野 市 議 会

次
回
は

　
　月

　
　日 

開
会

　
　月

　
　日

６　
　月

　
　日

　
　月

　
　日
１

日

５/28 29 30 31 2

4 5 6 7 8 9

11 12 13 14 15 16

3

10

17

会期決定
議案上程
　　　　　　　など

6/1初日
本会議

土月 火 水 木 金

次
回
は

水

平成29年　第2回定例会（予定）

一般質問

本会議
一般質問
請願上程

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
議案上程
　　　　　　　など

本会議

〔　　　　　　　　 〕企画総務
委 員 会

常任委員会

〔　　　　　　　　 〕 〔　　 　　　　　　　　 〕民生文教
委 員 会

常任委員会
環境まちづくり
委 員 会

常任委員会

審査報告
議案上程
採決  など

本会議
最終日18 19 20 21 22 23 24

定例会初日＜6月1日㈭＞の正午までに提出された請願は、上表の日程
の中で審議されます（変更される場合あり）。詳しくは、議会事務局へ。

午前10時に開議する予定。
一般質問の発言順は、5月29日（月）に決定し、
市議会のホームページで公表。

請願の提出

次
回
は ５/28 29 30

次
回
は

日 月 火

平成29年 第2回定例会第2回定例会（予定）
傍聴にお出掛けください。

野鳥の楽園　　撮影：中原輝男さん（三沢在住）

日野市観光協会主催

「伸びゆく日野市写真コンクール」入賞　（浅川　一番橋）

植物油インキを使用しています。 CO2をへらし、みんなで地球温暖化を止めましょう～ふだん着でCO2をへらそう～
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